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１．佐渡島における相川の位置
佐渡島というと日本海に浮かぶ小島のように思われる

かもしれないが、本州、北海道、九州、四国を除くと沖

縄本島に次ぐ大きさの島で、豊かな歴史をもっている。

島中央には国
くになか

中平野が広がり、北に大佐渡山脈、南に小

佐渡山地が並行する。大佐渡山脈は佐渡島北部を北東か

ら南西に縦貫し、その中央には島でもっとも高い金北山

（標高 1,172ｍ）を有する。相川は、その大佐渡山脈の南

端部に位置する。

２．相川の地形的特質
（1）海 成 段 丘
佐渡島の沿岸部には海成段丘がよく発達しており、相

川周辺には少なくとも９段の海成段丘が形成されてい

る。そのなかでも特に顕著にみられるのが海岸部に近い

５段の海成段丘である（図２―３：Ⅶ～Ⅺ）。

このなかでももっとも上位に位置する海成段丘Ⅶ面

は標高 100 ～ 150ｍほどの位置にあり、島全体をぐるり

と囲むように発達する。続くⅧ面は標高約 60 ～ 100ｍ、

Ⅸは標高約 40 ～ 70ｍにあり、これらも同じく島全体を

縁どる。Ⅹ面は標高 10 ～ 40ｍあたりに部分的にある。

これらの段丘は海岸から立ち上がるように形成されてお

り、絶壁状になった段丘崖が佐渡島特有の海岸景観を生

み出している。もっとも低いⅪ面は数ｍの高さで局部的

に発達する。島の臨海部に立地する集落の多くはこのⅪ

面上にある。そしてⅪ面に続いて砂浜がある。

相川の町場とその町場を支えてきた農地は、これら段

丘面を利用して形成されている（図２―１）。上町台地

の内、大工町から新五郎町にかけては海成段丘Ⅷ面に、

上京町から下京町にかけてはⅨ面に、下町はⅪ面にあた

る。鹿伏ではⅩⅢ～Ⅹ面を農地に利用し、居住はⅪ面を

利用する。こうした段丘面の差異が相川独特の都市構造

を生み出している（図２―２及び第５章参照）。

（2）先行川と馬の背状尾根
島内を流れる主要な河川は、地盤運動により海成段丘

が形成された後もそれ以前の流路を保っている先行性の

河川、先行川である。これらは大佐渡山脈を深く開析し

て先行性の谷、先行谷を刻み、その後、海成平坦面が離

水して段丘となった後もそのスピードに打ち勝って流路

相川の自然的基盤第１節

図２―１　鹿伏の海成段丘Ⅷ面 図２―２　海成段丘上の上町と沿岸部に広がる下町

第２章　相川を育んだ自然的・文化的・社会的基盤
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図２―３　相川周辺の地形分類と先行川

第１節　相川の自然的基盤
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を維持した。そして段丘部を浸食して深さ 30ｍほどの

峡谷を形成している。相川を流れる主要５河川、つまり、

鉱山から流れる水金川と濁川、上町台地の南側を流れる

間切川、さらにその南を流れる大仏川と海士町川も先行

川にあたる（図２―３）。そして、それら河川が刻んだ

北沢や南沢は先行谷である。

濁川は、嘉左衛門町（重要文化財「旧佐渡鉱山採鉱施

設」間ノ山・高任地区貯鉱舎下）から上流では右沢と左

沢に分かれるが、その右沢と左沢による先行谷の間に道

遊の割戸を含む馬の背状の尾根を挟む（図２―４）。こ

の尾根一帯が佐渡金銀山の鉱脈群の中心にあたる。一方、

上町台地から大工町にかけての尾根も馬の背状で、こち

らは濁川が刻んだ北沢と間切川が刻んだ南沢との間にあ

たる。つまり、相川の地形的特質のひとつである馬の背

状の尾根は、河川の浸食と海岸部の隆起とのせめぎあい

の結果生まれたものであることがわかる。

ただし、相川周辺には先行川だけでなく海成段丘の成

立後に形成された微細な河川も多数ある。これらは先行

川に比べて河道延長距離が短く、末端は急崖を落下する

ように海へと注ぐ。多くは段丘面を流れるもので、これ

ら小河川を利用するなどして段丘上での稲作がおこなわ

れていたと考えらえる。

３．相川の気象条件の特質
相川の気候は海洋性で、四季の変化に富んでいる。気

象庁気象統計情報によると、昭和 56 年（1981）～平成

22 年までの 30 年間の平均気温は 13.9℃、平均降水量は

1,506.4mm、平均風速は 5.1ｍ /s、日照時間は 1,631.2 時

間である（表２―１）。佐渡島内の他の観測所や新潟市

の観測所と比べてみると、降水量が少ない一方で風速が

圧倒的に強いことがわかる。こうした気象条件の特質と

町並み・建築との関係は、上町台地における平屋建の多

さや相川全体の建築における庇の短さにみることができ

る（図２―５及び第６章２節参照）。

４．相川の基盤にある鉱脈
地形や気象の特質を俯瞰する限り、相川は都市を形成

しやすいとはいいがたい条件の土地である。そうした場

所に佐渡島最大の都市空間が生まれたのは、その背後の

山に金銀の鉱脈を有していたからに他ならない。

佐渡島にある多数の金銀鉱山のうち、過去に出鉱実績

があるものとしては、大佐渡山脈では北から小野見（田

野浦）、入川、立島、北狄、相川、鶴子、小佐渡山地で

は新穂、大須、花見沢、田切須、西三川があげられる。

これらのなかでも相川の鉱床は規模・産出量ともに群を

抜いている。

大佐渡山脈に分布する金銀鉱床は、古第三紀斬新世に

形成された入川層から新第三紀中新世に形成された相川

層である（図２―６）。これらの層は火山岩と火砕岩類

から成り、日本海形成期にその海底で生じた火山活動に

よって形成されたもので、グリーンタフ層にあたる。な

お、グリーンタフ層は金属・非金属資源に富む地層で、

石見鉱山などの鉱床もこの層に存在している。

	 （惠谷浩子）

図２―４　先行川である濁川に挟まれた道遊の割戸 図２―５　短い庇が連続する町並み

第２章　相川を育んだ自然的・文化的・社会的基盤
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要素 降水量
（mm）

平均気温
（℃）

最高気温
（℃）

最低気温
（℃）

平均風速
（m/s） 最多風向 日照時間

（時間）
相川
期間 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1990 ～ 2010	 1981 ～ 2010
1 月 127.3 3.9 6.4 1.2 8.4 北西 49.9
2 月 91.6 3.8 6.3 0.9 6.9 北西 68.3
3 月 91.9 6.2 9.2 2.8 6.2 北西 132
4 月 88.4 11.2 14.7 7.4 4.3 南東 178.9
5 月 106.8 15.5 19.5 11.5 3.4 北北西 195
6 月 128.5 19.5 22.9 16.2 3.1 北北西 171.4
7 月 172.3 23.6 26.7 20.8 2.8 北北西 164.2
8 月 125.4 26 29.4 22.8 3.1 南東 215.7
9 月 142.2 22.1 25.5 18.9 3.7 南東 152.4
10 月 125.2 16.9 20.2 13.5 4.8 東南東 152.4
11 月 157 11.6 14.7 8 6.5 北西 93.9
12 月 150 6.9 9.7 3.9 7.7 北西 53.7
年 1506.4 13.9 17.1 10.6 5.1 北西 1631.2
弾崎
期間 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1997 ～ 2010 1986 ～ 2010
1 月 123.5 2.7 5.1 0.4 5.1 － 36.9
2 月 86.3 2.7 5.2 0.2 4.7 － 58.9
3 月 95.4 5.3 8.5 2.2 4.3 － 124.4
4 月 95 10.5 14.1 6.8 3.7 － 189.3
5 月 116 14.7 18.5 11.1 3.1 － 205
6 月 127.7 18.6 22 15.5 2.6 － 175.7
7 月 179.7 22.6 25.7 20 2.6 － 172.4
8 月 143.6 24.9 28.1 22.1 2.6 － 215.6
9 月 150.7 21.4 24.4 18.5 3.1 － 147.5
10 月 146.9 16.1 19.1 13 3.4 － 137.3
11 月 170.5 10.6 13.6 7.5 4.1 － 81.7
12 月 166.1 5.9 8.5 3.3 5 － 42.6
年 1604.2 13 16.1 10.1 3.7 － 1587
羽茂
期間 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1985 ～ 2010
1 月 150.2 2.9 5.8 0 2.8 － 42.7
2 月 105.1 2.8 5.9 -0.4 2.6 － 61.1
3 月 100.1 5.3 9.3 1.2 2.3 － 106.8
4 月 90.7 10.5 15.4 5.7 2.1 － 158.7
5 月 113.4 15.2 20.2 10.6 1.8 － 178.7
6 月 137.4 19.4 23.8 15.5 1.6 － 145.8
7 月 189.8 23.3 27.3 20 1.5 － 146.5
8 月 127.1 25.3 29.7 21.6 1.6 － 184.9
9 月 159.9 21.3 25.8 17.5 1.8 － 123.1
10 月 135.3 15.5 20.1 11.5 2.1 － 120.4
11 月 173.8 10.2 14.4 6.3 2.5 － 83.6
12 月 174.7 5.8 9.2 2.5 2.8 － 47.7
年 1657.3 13.1 17.3 9.3 2.1 － 1400.6
両津
期間 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1987 ～ 2010
1 月 159.8 2.7 5.5 -0.1 3.9 － 55.4
2 月 112 2.8 5.8 -0.3 3.7 － 71.4
3 月 104.6 5.5 9.1 1.8 3.6 － 124.3
4 月 96.9 10.8 14.6 6.8 4.1 － 184
5 月 119.5 15.4 19.3 11.7 3.6 － 202.5
6 月 147.1 19.6 23.1 16.6 3.1 － 171
7 月 200.3 23.6 27 20.9 3.4 － 175.9
8 月 133.4 25.9 29.6 22.7 2.9 － 219.5
9 月 151 22.1 25.8 18.7 2.9 － 150.3
10 月 136.8 16.3 20.2 12.5 2.9 － 149.7
11 月 160.5 10.6 14.2 6.8 3.5 － 97.3
12 月 185.7 5.7 8.9 2.6 3.9 － 55.8
年 1691.3 13.4 16.9 10.1 3.5 － 1665.8
新潟
期間 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1981 ～ 2010 1990 ～ 2010	 1981 ～ 2010
1 月 186 2.8 5.5 0.2 4 西北西 57.1
2 月 122.4 2.9 6 0.1 3.9 西北西 75.1
3 月 112.6 5.8 9.7 2.3 3.5 西 128.4
4 月 91.7 11.5 16 7.3 3.4 西南西 181.8
5 月 104.1 16.5 21 12.7 3.3 北北東 200.2
6 月 127.9 20.7 24.5 17.6 2.7 北北東 173.1
7 月 192.1 24.5 28.2 21.7 2.9 北北東 169.4
8 月 140.6 26.6 30.6 23.4 2.9 南 214.9
9 月 155.1 22.5 26.2 19.2 3 南南東 150.7
10 月 160.3 16.4 20.3 12.8 2.8 南 144
11 月 210.8 10.5 14.2 7 3.3 南 89.9
12 月 217.4 5.6 8.7 2.7 4 南 60.5
年 1821 13.9 17.6 10.6 3.3 南 1642.5

表２―１　佐渡島内及び新潟市の気象

第１節　相川の自然的基盤
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図２―６　相川周辺の表層地質図
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相川金銀山の鉱脈第２節

かつて佐渡島で最も繁栄した都市空間をこの地に生ん

だ背景には、金を大量に含んだ金銀鉱脈の存在があった

からに他ならない。

佐渡島には大小合わせて 14 の金銀鉱脈が確認されて

いるが、そのうちほとんどが大佐渡地域に分布し、なか

でも相川・鶴子・高千といった規模の大きな鉱床が特徴

的である（図２―７）。前節で触れたとおり、大佐渡山

脈に分布する金銀鉱脈は、第三紀斬新世（約 3,000 年前）

の入
にゅう

川
がわ

層と第三紀中新世（約 2,100 年前）の相川層に貫

入した石英脈のなかに形成されている。当時は未だ日本

海は形成されず、佐渡は太平洋に面する大陸の東端で

あった。陸上では活発な火山活動が広範囲にわたって起

こっており、この活動で形成された火山砕屑岩に緑色凝

灰岩が特徴的に伴うことから、グリーンタフ（緑色凝灰

岩）火山活動と呼ばれている。

この激しい火山活動に伴うマグマの熱で高温に加熱さ

れた地下水は、地下数千mの高圧のもとで石英や金・銀・

銅・亜鉛など色々な物質を岩石から溶かし出す。その熱

水が岩石の割れ目や断層を通って上昇する際、圧力低下

や沸騰により、結晶した石英に金銀鉱物が沈殿する。そ

れが含金銀石英脈である。石英脈は縞状、輪状となって

いるが、銀鉱物の多い部分は酸化して黒くなっているこ

とから「銀黒」と呼ばれ、高品位な金が包含されている

（図２―８）。金は透明な石英ではなく、やや白っぽい

陶器状石英と呼ばれる気泡を多く含む石英の部分に特に

多いとされる。

相川金銀山には東西方向の割れ目を充填した鉱脈と、

それに斜めに交わる北西―南東、東北―西南方向の割れ

目を充填した鉱脈が発達している（図２―９）。主な鉱

脈には青盤脈、道遊脈、大立脈、大切脈、鳥越脈、中尾

脈、鰐口脈、中立脈、七助脈等があるが、青盤脈が規模・

産出量ともに群を抜いて大きい（表２―１）。青盤脈は、

走向延長約 2,100ｍの規模をほこる相川金銀山最大の鉱

脈で、長期間にわたる採掘を可能とし、金銀鉱石の産出

量も多かった。また、相川金銀山の象徴的存在である道

図２―７　大佐渡地域の地質・鉱床
図２―８　金鉱石
　　　　　　（高さ 15cm×幅 30cm）
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図２―９　相川金銀山の鉱脈分布

表２―２　相川金銀山主要鉱脈一覧

遊の割戸が存在する道遊脈は、青盤脈から派生した鉱脈

のひとつであるが、相川金銀山の鉱脈の中で最も脈幅が

厚く、最大で約 35ｍに達する部分があった（１）。

慶長６年（1601）の父の割戸の発見を契機として、品

位の高い金鉱石を求めて急激な人口集中が起こった。慶

長８年には佐渡代官大久保長安によって陣屋を中心とし

た町立てが推進され、さらに日本各地から様々な職種の

人々が押し寄せた結果、鉱山都市相川が成立した。相川

鉱脈名 鉱脈の方向 走向延長（m） 傾斜深度（m） 平均脈幅（m）
平均品位（ｇ／ｔ）

金 銀 銅
道遊 東西 120 130 10 5.0	 80.0
青盤 東西 2100 500 6 6.0	 60.0
大立 東西 1500 750 5 8.0	 80.0
中尾 西北～東南 750 250 1 6.0	 70.0
七助 西北～東南 600 650 3 6.5	 120.0 0.6
大切・鳥越 東北～西南 1,800 550 5 2.4	 90.0 0.6
鰐口 東北～西南 600 350 2 6.0	 50.0

には、山師の名に由来する「新五郎町」や、鉱石を掘る

坑夫（大工）集団が住んだ「大工町」、長野県諏訪地方か

らの移住者が住んだ「諏訪町」、鉱石を粉砕する人が住

んだとされる「石
いしはたき

扣町」などといった地名・地割が残

存しており、ゴールドラッシュに沸いた鉱山都市相川の

生活・生業の一端を現在でも垣間みることができる。

	 （渡邊裕之）

0 700m
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１．相川地区の植物のあらまし
相川地区は北緯 38 度線が通る二見半島から北部の岩

屋口に至る約 65kmの海岸線を有し、南西から北東に向

けて伸びる大佐渡山塊を背後に控える。山の斜面は北西

に傾き、冬の季節風を真正面から受け寒地系の植物が

育っている。海岸部は火成岩や凝灰岩等からなる海食崖

が続き、対馬暖流の影響を受けて暖地系の植物がみられ

るなど、数多くの種類の植物がみられる。

これまでのところ、相川地区だけを対象にした報告は

ないが、佐渡全体ではシダ植物以上の高等植物の総数

は 1,600 余種（２）とされ、植物相（フロラ）も豊富である。

このうち、大佐渡の北部にしかみられない植物、小佐渡

方面にしかみられない植物、また特殊な環境にしか生育

しない植物、地域の限られる植物などがある。これらを

考慮しても、相川地区に生育している植物は、おそらく

千数百種類以上あると思われる。

これだけ多くの種類を育む佐渡の環境限定要因は、冬

の季節風によって形成される海岸風衝樹林、山地の温帯

気候による夏緑樹林、山頂効果による亜高山～高山気候

が形成する高山・亜高山の植生、対馬暖流による暖冬（１

月の平均気温２℃以上）によって形成される海岸部の常

緑樹林（暖帯林）があげられる。

伊藤によると、佐渡島における植生については以下の

ように区分している。

ⅰ）暖地（南方）系植生域

　暖帯林・照葉樹林域	 （ヤブツバキ林域）

スダジイ（北限）・アカガシ・ウラジロガシ・タブノキ・

モチノキ・ヤブツバキ・トベラ（北限）・シキミ（北限）・

マルバシャリンバイ・フユイチゴ・イタビカズラ・ムベ・

ゴンズイ（北限）・ヤマザクラ（北限）・ウラジロ・クリ

ハラン（北限）・ヒロハヤブソテツ（北限）・ツボクサ・

ベニシダ・イノデ・マメヅタ

ⅱ）寒地（北方）系植生域

　海岸風衝樹林域	 （カシワ帯・季節風帯）

カシワ・エゾエノキ・エゾイタヤ・クロマツ・ヒロハヘ

ビノボラズ・トビシマカンゾウ・ハマベンケイソウ・エ

ゾノコギリソウ（南限）

　山地落葉広葉樹林域	（ブナ・ミズナラ林域）

ブナ・ミズナラ・ヤマモミジ・ハウチワカエデ・タムシバ・

ムシカリ・カタクリ・ユキワリソウ（オオミスミソウ）・

オオタチツボスミレ・ミズバショウ・エゾアジサイ・ウ

メバチソウ・スミレサイシン・クルマユリ・シラネアオ

イ

　高山・亜高山植生域

相川の景観
を育んだ植物第３節

冬の季節風

対
馬
海
流

図２―１０　佐渡の植生（潜在植生）
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ミヤマナラ・ハクサンシャクナゲ・アオノツガザクラ・

オオコメツツジ・ゴゼンタチバナ・ミネザクラ・ツバメ

オモト・ミヤマシシガシラ・ミネカエデ・イブキゼリ・

オオサクラソウ・アカミノイヌツゲ

２．相川地区の植生
（1）海 岸 植 生
海成段丘が発達している相川地区の海岸線は流紋岩・

安山岩からなる段丘崖が海にせり出し、その下には海食

台を形成しているところが多い。砂浜は北部の岩屋口、

中部の達者にみられる程度である。また、平根崎のよう

に堆積岩層が沈降した地形や火砕流によってできた凝灰

岩層、段丘崖が風化して崩れ、大きな転石が波うち際側

からおおっている海岸などもみられる。

このような海岸の断崖地は、強風、乾燥、波しぶき、

そして強い日射量といった厳しい環境条件下にある。こ

のような環境に適応した岩礁海岸特有の植生が形成され

ている。

ⅰ）段丘崖の下、転石の間

波の浸食や風化を受けて堆積した礫や砂地に岩場から

供給される水や降水を利用している草本植物が群落を形

成している。

ヨシ、ヨモギ、エゾヒナノウスツボ、ママコノシリヌ

グイ、トウオオバコ、カワラナデシコ、カワラマツバな

ど草丈が大きく直立する植物。ツル植物のクズ、センニ

ンソウ、ボタンズル、ヤイトバナ、ネナシカズラなどが

おおっている。また、転石の間にはハマヒルガオ、ハマ

ニガナ、ハマエンドウ、スナビキソウなどをみることが

できる。

ⅱ）段丘の上部や岩礁の上

時には強い風雨、時には強い日射による乾燥、温度差

の激しい岩上では耐乾性、耐塩性の強い植物を主体とす

る海岸風衝草原群落がみられる。

根が浅く横に広げたり、岩の割れ目に深く根を入り込

ませたり、体の中に水分を蓄えておくことのできる植物

などが群落を形成している。

群落の中にはオオウシノケグサ、ヤハズソウ、ハイメ

ドハギ、ミチヤナギ、イワハタザオ、キリンソウ、アサ

ツキ、ハマイブキボウフウ、メノマンネングサ、ハマエ

ノコロ、イヌヨモギ、ハマシャジンなどがよくみられる。

（2）天　然　林
ⅰ）照葉樹林（暖帯林、常緑広葉樹林）

日本海を北上してくる対馬海流は小木半島と二見半島

の岬に衝突する。衝突した流れは沿岸に沿って更に北上

する。相川ではこの暖流の影響を強く受ける二見半島―

相川市街地―小川にかけて照葉樹が発達している。

樹林を構成する高木はタブノキ、スダジイが主で低木

のマルバシャリンバイの純林が小川～達者にかけて海食

崖の上部をおおっている。以下、主な樹林について述べ

てみる。

ａ　タブ林（タブノキ）（図２―１１）

相川地区におけるタブ林は二見半島、旧相川町、小川

にみることができる。

二見半島　二見半島のタブ林は、大浦の段丘斜面、橘の

小湾内、二見元村に分布する。特に大浦のタブ林は、尾

平神社から安養寺に至る段丘斜面一帯に大規模に保存さ

れている。林内にはイタヤカエデ、カシワ、オニヤブソ

テツ、ツワブキなど海岸風衝林域を特徴とする植物が混

ざり、海風の影響がわかる特徴的な樹林を形成している。

相川市街地　江戸沢、南沢を中心に、段丘の斜面一帯に

大規模に発達している。ここでの高木層はタブ、シイの

混交林でモチノキ、ケヤキをよく伴うことが特徴である。

小川　多聞院の東側の小谷に、よく発達したタブの残存

林がみられる。タブ、ケヤキ、ヤブツバキ、マルバシャ

リンバイ、オニヤブソテツなどによって特徴づけられる

タブ林である。なお、小川と達者の間が、相川における

タブの北限と考えられる。

ｂ　シイ林（スダジイ）（図２―１２）

シイは佐渡が日本海側の北限にあたる。佐渡河崎―水

津、相川が北限的に生育している。

相川地区におけるシイ林は二見半島と旧相川町の北
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沢、山之神を中心に残存している。

二見半島　二見半島の段丘一帯に、シイ林がよく発達し

ている。特に二見神社の社叢は極相的な景観を呈してい

る。社叢林にはスダジイの大木が多く、その最大のもの

は胸高幹周 4.1ｍ、根周り 7.7ｍある。推定 600 年以上の

歴史を経た老木古木からなるシイ林である。シイと混生

して、タブ、アカマツ、ケヤキ、ヤマザクラ、ヤマモミ

ジ、ホオノキ、ハリギリなどの大木が高木層を構成して

いる。また、神社は真野湾に面し、冬の季節風が背後の

山に遮られるため、温暖な気候に恵まれている。このた

め、林内には南方系の植物の生育が旺盛である。特にイ

タビカズラやムベなどはよく生育し、他にテイカカズラ

やカラタチバナ、ウラジロガシなどもみられる。

相川市街地　下山之神町の総源寺、大乗寺、大山祗神社、

愛宕神社や北沢の斜面にみられるシイ林は、大昔このあ

たり一帯がシイの林におおわれていた、そのなごりであ

る。照葉樹林（暖帯林）は本来林内が暗く、構成種も少

ないのが普通である。ところが相川のシイ林は、林内は

明るく構成種も意外に多い。これは、この自然林に対す

る人間の影響の程度が大きく、破壊が進み、林縁にある

べき植物（林縁植生）が、林内に入り込んできたためで

ある。ヤマフジ、ヌルデ、サルトリイバラ、ツユクサな

どが侵入してきた植物といえる。また、自然林を破壊す

るとそのあとにできる二次林の要素であるコナラ、アカ

マツ、ヤマザクラなどの侵入もみられ、破壊の程度を知

ることができる。

ｃ　マルバシャリンバイ

海岸に生育する暖地系の常緑低木で、海食崖に群落を

つくる特性がある。暖地の九州・四国を北上し太平洋側

では宮城県の松島湾が北限、日本海側では山形県温海町

の暮坪立岩が分布の北限になっている。対岸の越後側で

は柏尾、胞姫、鉢崎、能生の海岸に分布するが、規模は

小さい。佐渡では大佐渡側の相川から北狄及び鷲崎の海

岸に群生しているが、小川がもっとも大きな群生地に

なっている。

群落中最大の木は樹高 1.7ｍ、樹冠幅 2.3ｍ四方、根元

幹径 20cm。年輪が年間１mm成長するとすると樹齢は

推定 200 年になる。

ｄ　ヤブツバキ

佐渡の照葉樹林（暖帯林）を形成する樹林をヤブツバ

キ域としてまとめることができる。タブ、シイ、ウラジ

ロガシ、アカガシなどそれぞれの樹林がこのヤブツバキ

域に含まれる。

ヤブツバキは佐渡の海岸部一帯と国中平野の周辺部・

里山に、照葉樹林のタブ林やシイ林を構成する中の亜高

木層（中木）や低木層として数多くみられる。亜高木層

ではシロダモ、モチノキ	低木層ではヒメアオキ、ヤツデ、

マサキ、シロダモなどとの混生がよくみられる。

ｅ　ツワブキ（図２―１３）

ツワブキは佐渡が北限の植物であり、相川地区に自生

するツワブキは日本の北限である。

佐渡でのツワブキは暖流がぶつかる小佐渡西南部の小

木半島や西三川、大佐渡南西部の二見半島―小川などの

西南部の海岸部に分布している。佐渡の東側などではツ

ワブキの自生をみることができない。笹川はこのような

分布の仕方を「ツワブキ型」とした（３）。

ｆ　その他、相川地区にみられる暖地系の植物

イワヒバ、ウラジロ、ウチワゴケ、イワガネソウ、オ

オバイノモトソウ、オニヤブソテツ、ヤブソテツ、ヤマ

ヤブソテツ、イノデ、ミツデウラボシ、マメヅタ、イワ
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図２―１３　ツワブキ（きく科）図２―１２　スダジイ（ぶな科）
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オモダカ、ビロードシダ、ネズ、カヤ、イタビカズラ、

サネカズラ、シロダモ、ムベ、ヒサカキ、トベラ、モチ

ノキ、ソヨゴ、ツゲ、ツルグミ、オオバグミ、ヤツデ、

キヅタ、カラタチバナ、テイカカズラ、キッコウハグマ、

ヒメヤブラン、ヤブラン、ジャノヒゲ、ナガバジャノヒ

ゲ、オモト、ヤダケ、ナキリスゲなどがあげられる。

ⅱ）海岸風衝樹林

冬の北西の季節風が吹きつける大佐渡・小佐渡の北西

向きの海岸地域や低山地にはカシワを中心とした風衝樹

林が形成されている。この樹林を中心に季節風による環

境に適応した植生がみられる。

ａ　カシワ林（図２―１４）

カシワは主として冬の季節風が卓越する海岸風衝地に

生育し、新潟県では県北部の岩船地方、県中部の柏崎地

方、佐渡などに分布している。

風衝地のカシワ林は、普通樹高が５～６ｍであるが、

季節風がことさらきびしく、土壌が浅く乾燥するところ

では、樹高が２～３ｍどまりの低木群落となる。この群

落は、海風のために樹冠は刈りこんだように揃い、階層

構造は２～３層をなすが、はっきりしないことも多い。

低木層または亜高木層は、カシワ林が圧倒的に優占し、

ガマズミ、ノイバラ、エノキ、ムラサキシキブなどが混

じっている。林床には、ほとんどの林でコシノホンモン

ジスゲが優占し、アキカラマツ、アキノキリンソウ、ス

スキ、ヨモギ、ツリガネニンジン、オカトラノオなどの

草原の構成種やサルトリイバラ、ヤイトバナ、クズ、セ

ンニンソウ、アケビなどマント群落の構成種が多く入り

込んでいる。また大佐渡でも南に位置する相川・二見半

島や小佐渡の群落には暖地系のヤブコウジ、ヤブラン、

ジャノヒゲ、キヅタ、ヒサカキ、シロダモなどがよくみ

られる。このことは、この地域がヤブツバキクラス域に

おいて、季節風が卓越する立地に成立した土地的極相林

と考えられる。

一方海岸からある程度離れた低山地や、海岸近くでも

季節風の影響がいく分少なくなるところに形成されたカ

シワ林は樹高 10ｍ前後、胸高直径 20 ～ 30cm 程度に成

長し、階層構造がはっきりしている。このようなカシワ

林ではエゾイタヤ、シナノキ、コナラなどと混交し、次

第にエゾイタヤ、シナノキ林、コナラ林へと推移してい

る。

ｂ　シナノキ林

シナノキは北海道、本州、四国、九州に分布している

日本の温帯を代表する樹種のひとつである。北日本一帯

に多い。

佐渡島内に海岸地域から山地までの風衝地によく生育

し、カシワ林、エゾイタヤ林、ミズナラ林などに混じる

が、純林も多い。佐渡全体に分布しているが、大佐渡の

北西側（相川、外海府側）山地に多く分布している。

小川―戸中の段丘の山麓、鹿ノ浦の沢沿い、入川沿い

など随所に、径 10 ～ 20cm くらいのシナノキ林が、カ

シワ林などとともにみられる。

シナノキはその皮を剥いでシナ織りに使われていた。

特に相川地区の戸中集落を中心にシナ織りが盛んにおこ

なわれ、シナ布やロープがつくられていた。

しかし、近年、化学繊維におされてシナ織りがすたれ

てきた。昔、シナ山争いまでして欲しがったというシナ

ノキ林を伐採して、スギ林に変えるところが多いと聞く。

ｃ　トビシマカンゾウ

トビシマカンゾウはニッコウキスゲの海岸型の亜種で

ある。ニッコウキスゲに比し大型で、開花期が早い（５

月下旬～６月）、花序につく花が多い（15 ～ 30）などの

特徴がある。

日本海側の飛島、対岸の酒田、そして佐渡にその分布

が限られる植物である。

佐渡における分布は冬の季節風が正面からあたる北西

向きの海岸の海食崖や段丘崖を中心に群落を形成してい

る。大佐渡では二見台ヶ鼻―弾崎、小佐渡では宿根木や

沢崎～真野・豊田にかけての海岸沿いに自生している。

相川地区においては関崎、入崎、鹿ノ浦、尖閣湾など

に群落が形成されている。

ｄ　アマナ（図２―１５）

ユリ科の多年草で早春に白い花をつける。花茎には通

常苞は２個ある。

暖地性のアマナは太平洋側では福島県以南、日本海側

では石川以南に分布しているとされる。
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図２―１４　カシワ（ぶな科）
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佐渡では大佐渡側で直接冬の北西の季節風にさらされ

る日本海に面している海岸岩場の草むらや山中の林縁の

草原にみられる。

ｅ　ビロードシダ

大佐渡の外海府、小佐渡の小木半島に分布が偏る。岩

に付着し、降水量の比較的少ない地域に分布している。

イワヒバ、ミツデウラボシ、ウチワゴケなどの植物、種

子植物のツゲが同じような分布をしている。

ⅲ）夏緑樹林（山地落葉広葉樹林）

ａ　ブナ林

夏緑樹林を構成する代表的な樹木はブナである。

日本のブナ林は太平洋側に分布するスズタケ―ブナ群

団と日本海側に分布するチシマザサ―ブナ群団とに大別

される。

日本海側のチシマザサ―ブナ群団はさらに、マルバマ

ンサク、リョウブ、ホツツジ、オオイワカガミ、チゴユ

リなどによって特徴づけられるマルバマンサク―ブナ群

集と、ヒメアオキ、ハイイヌガヤ、ユキツバキなどによっ

て特徴づけられるヒメアオキ―ブナ群集とに分けられる。

マルバマンサク―ブナ群集は土壌の浅い尾根すじなど

のやせた立地に生育し、ヒメアオキ―ブナ群集は土壌が

深く湿潤でよく肥えた立地に成立する。しかし、佐渡の

ブナ林にはその両方の群集を特徴づける要素が混じり込

んでいて、区別するのは困難である。

佐渡のブナ林の生育地は大佐渡山地に限られ、金北山・

妙見山の周辺や地獄谷～乙和池付近、マトネ、ドンデ

ン山などの海抜 600 ～ 1,000ｍのところに点在している。

相川地区は大佐渡山地の脊梁部を境界にしているため、

これらのブナ林の北西部、日本海側に面している斜面に

ブナ林が進出してきている。

海抜 900 ～ 1,000ｍの間では純林のところが多いが、

600 ～ 800ｍの間ではミズナラとの混交林となる。また

風あたりの強いところでは、シナノキと混交するところ

もみられる。高木層にはその他ホオノキ、オオヤマザク

ラ、アカメイタヤなどがある。

亜高木層にはほとんどの場合ヤマモミジまたはハウチ

ワカエデが優占し、他にナナカマド、コバノトネリコな

どが生育している。

低木層及び草本層ではオオカメノキ、エゾユズリハ、

リョウブ、ハナヒリノキ、ヒメモチ、ホツツジ、タムシ

バ、オオバクロモジ、サワフタギ、ハイイヌツゲなどが

よくみられ、高地ではさらにハクサンシャクナゲ、低地

ではハイイヌガヤが混在している。

草本層では、シシガシラ、オオイワカガミ、ミヤマカ

ンスゲ、ツルアリドウシ、チゴユリ、ツクバネソウなど

が高い頻度で出現している。金北山・妙見山周辺のブナ

林にはさらにヤマソテツ、ナライシダ、ハリガネワラビ、

シノブカグマ、シラネワラビなどのシダ植物やジンバイ

ソウ、ユキザサなどがよく生育する。

ⅳ）高山・亜高山植生域

大佐渡の尾根筋では、冬の季節風の強い影響もあり、

高木は生育できず、低木群落をつくる。ここに高山・亜

高山植生域の植生がみられる。

ａ　ミヤマナラ林

ミヤマナラ林は、本州日本海側の亜高山帯に分布して

いる樹林である。本州中部の亜高山帯にはシラビソ、オ

オシラビソなどの高木からなる針葉樹林帯が成立される

のに対して、日本海側の亜高山帯では発達せず、それに

代わってミヤマナラ林が形成される。

大場は、日本海側の亜高山帯に針葉樹林が発達しない

要因について次の点をあげている（４）。

①　冬の強い季節風………針葉樹は風に弱い。

②　極端に多い積雪量……重い雪圧のため、幹がまっ

すぐで地に伏した形をとれない針葉樹にとって生

活が不適当となる。

佐渡では、金北山の頂上付近からマトネに向かう尾根

沿い（海抜 1,000 ～ 900ｍ）と、金剛山の頂上付近（海抜

900ｍ）にミヤマナラ群落が発達している。この海抜高

度は、越後などの調査報告（約 1,300 ～ 1,700ｍ）に比較

するとかなり低くなっているが、これは佐渡の山塊が海

洋に孤立することによる「山塊効果」と解される。

この群落の樹高は２～３ｍほどで、低木層はミヤマナ

ラが優占し、これに亜高山性のハクサンシャクナゲや、

ブナ林要素のオオカメノキ、リョウブ、ホツツジ、ハウ

チワカエデ、ヤマモミジ、エゾユズリハ、ナナカマドな
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図２―１５　アマナ（ゆり科）
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どを主体に構成されている。

草本層では、オオイワカガミが優占し、シシガシラ、

チゴユリ、ツクバネソウなどの草本類やハイイヌツゲ、

ヒメモチ、ツルシキミなどの常緑低木類がよくみられる。

ｂ　ハクサンシャクナゲ

北海道、本州の中部以北及び四国の石鎚山に分布する

亜高山を代表する樹木である。

佐渡では金北山及び妙見山周辺では海抜 800 ～ 900ｍ

より高いところに生育するが、相川北部の大倉越えや

黒姫越えなどの山地では海抜 400ｍ以下にも多くみられ

る。

ハクサンシャクナゲは大佐渡山系のブナ林、スギ天然

林、ミヤマナラ林などの低木層を構成するほか、山頂や

尾根すじなどでは風衝低木群落として純群落を形成する

ことが多い。

ハクサンシャクナゲの群落にはハナヒリノキ、ヤマモ

ミジ、オオカメノキ、サワフタギ、ナナカマド、ホツツジ、

アカメイタヤ、コバノトネリコ、ハウチワカエデ、チシ

マザサ、ヤマウルシ、リョウブ、ノリウツギなどから構

成され、林床にはフッキソウ、トリアシショウマ、オオ

イワカガミ、チゴユリ、シシガシラなどが生育している。

ｃ　その他の高山・亜高山域の植物

相川地区における高山・亜高山域の植物は境界をなす

大佐渡山系の尾根伝い、脊梁部から日本海側に面した山

地に多くみられる。山地は北西方向に面し冬の季節風を

厳しく受ける。このため相川地区北部の北片辺～岩谷口

にかけての山地、峠などに多くの高山・亜高山クラスの

植物をみることができる。

確認されている主な植物は次の通りである。

シダ植物　マンネンスギ、エゾノヒメクラマゴケ、ヒモ

カズラ、ヤマソテツ、シノブカグマ、シラネワラビ、オ

オバショリマ、ホテイシダなど

樹木　キタゴヨウ、ヒノキアスナロ、イチイ、オヒョウ、

カツラ、ミネザクラ、オオヤマザクラ、シウリザクラ、

コミネカエデ、ミネカエデ、ツルツゲ、サワダツ、オオ

カサモチ、ハクウンボク、ハシドイなど

草本類　ヤマオダマキ、サンカヨウ、オサバグサ、ミヤ

マハタザオ、ウメバチソウ、オニシモツケ、シロバナヘ

ビイチゴ、イワキンバイ、ミヤマスミレ、ミヤマタニタデ、

ヒメアカバナ、ゴゼンタチバナ、トウキ、ミヤマクルマ

バナ、エゾシロネ、イブキジャコウソウ、ミヤマコゴメ

グサ、シオガマギク、マルバキンレイカ、タカネマツム

シソウ、ヤマハハコ、アズマギク、ツバメオモト、クル

マユリ、バイケイソウ、ヒメノガリヤス、ミヤマヌカボ、

ザゼンソウ、ミヤマジュズスゲ、キソチドリなど

ⅴ）針葉樹林

スギ天然林　大佐渡山系の金北山周辺から、北東に向か

う尾根すじに沿ってスギの天然林がみられる。特にドン

デン山（タダラ峰）を過ぎる辺りから次第に太さや密度

を増し、大倉越え～黒姫越えの小
こ

杉
すぎ

立
たて

でもっともよく発

達している。

よく発達した林は、樹高 10 ～ 16ｍほどであるが胸高

直径 100cm 以上の大木が多く、下枝が地に垂れ下がっ

て根が出る、いわゆる「アシウスギ型」を示している。

高木層はスギが優占し、ミズナラ、ホオノキ、アオハ

ダ、ウワミズザクラなどが散生する。また、ヒノキアス

ナロ（佐渡方言：アテビ）が高木層から低木層にかけて

生育し、低木層で優占するところもある。

亜高木層は貧弱で、ナナカマド、コバノトネリコ、ヒ

ノキアスナロ、アオハダ、ヤマモミジなどが散生する。

低木層にはエゾアジサイ、オオカメノキ、ハクサンシャ

クナゲなどや日本海要素であるエゾユズリハ、ヒメアオ

キ、ハイイヌガヤ、ハイイヌツゲ、ヒメモチ、ツルシキ

ミなどの常緑低木やタムシバ、オオバクロモジなどの落

葉低木が発達している。

草本層には、マルバフユイチゴ、ツルアリドウシ、ス

ミレサイシン、ツクバネソウ、ツルリンドウ、イワガラ

ミなどのほか、ミヤマイタチシダ、ヤマソテツ、ハリガ

ネワラビなどのシダ植物も多く、低木層とともによく発

達している。

スギ天然林は、ブナ林域の中で霧がよく発生するとこ

ろに発達している。このことから土壌が湿潤であるとと

もに、空中湿度が作用することがその成立要因であると

考えられる。

天然杉は相川地区北部、山毛欅ヶ平山周辺及び壇特山、

南片辺の舟山にまとまった面積をもっている。

山毛欅ヶ平山の天然スギの分布域は新潟大学の演習林

の範囲と重なっている。ここでは天然林 443ha 残され

ていて、このうち 95ha が針葉樹林である。この一部に

はヒノキアスナロも含まれるがほとんどが天然スギであ

る。また針葉樹と広葉樹の混交林が 125ha あるが、こ

の中の針葉樹も天然スギで構成されている。スギの樹齢

は年輪からみて、300 年前後とみられる。

大佐渡北海岸の大倉より登る大倉越え、この峠より北

東にある関越え付近に天然スギの巨木が林立する。この

中でも特に大きなスギには「大王杉」、「仁王杉」の名前

がある。「大王杉」樹高30ｍ、樹冠幅18ｍ、胸高長径2.4ｍ、

1.3ｍ、0.9ｍが１群となり、その根元周囲は 14.3ｍの巨

木。支幹の折れ口にはコバノトネリコが着生し、幹には

ツルアジサイが着生している。老木であるが樹勢盛ん。

第２章　相川を育んだ自然的・文化的・社会的基盤
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「仁王杉」は杉の１本立で、樹高 27ｍ、樹冠幅 17ｍ、胸

高長径 2.7ｍ、胸高短径 1.7ｍ、胸高幹周 9.5ｍ。推定樹

齢 1,000 年とされる老木。樹勢旺盛で、佐渡島にある天

然スギでは最大の巨木といえる。

壇特山の天然スギはまだ詳しく調査された記録はな

い。しかし、最近遊歩道を整備し、さまざまな形態になっ

た天然スギを観て回ることができるようになった。

舟山の天然スギは南片辺集落の所有による共有林の一

部である。面積 49ha。天然スギの樹齢 100 年～ 150 年

程度のものも存在するとされている。林内の広葉樹やス

ギの不良木の淘汰、目的に合った立木のみの択伐などが

おこなわれているが、植林され人工的に管理されたよう

すがなく、他でみられる天然スギ林と似た環境をつくっ

ている。

（3）二　次　林
ブナなどの自然植生が人の手で伐採され、破壊された

後に出て来る代償植生によってできた樹林である。二次

林は伐採や植林などによって持続されていることが多い。

ⅰ）ミズナラ林

多くはブナ自然林の伐採あとに生じた二次林で、ミズ

ナラの純林またはミズナラ・ブナ混交林となる。土地に

よってはアカマツ、コナラ、シナノキなどとの混交林も

みられる。

ミズナラ林は一般に、コナラ林の分布域の上部からブ

ナ林域にかけて形成されていて、大佐渡の国中側では海

抜およそ 400ｍ以上のところにみられるが、高千・外海

府ではこれよりも低いところにみられる。

ミズナラ林にはミズナラ、ヤマモミジ、アカメイタヤ、

コバノトネリコ、オオバクロモジ、オオカメノキ、ハイ

イヌツゲ、ハイイヌガヤ、ホツツジなど数多くのブナ林

構成種を主体になりたっている。林床にはチゴユリ、シ

シガシラ、オオミスミソウ、オオタチツボスミレ、ツル

アリドウシ、ヒトリシズカ、オオイワカガミ、イヌドウ

ナなどが生育している。

なお、大佐渡北部の外海府側（岩谷口など）山地にみ

られるシナノキ・ミズナラ混交林にはハリギリ、ヒサカ

キ、マルバキンレイカが特徴的に結びついている。

2000 年頃から小佐渡の前浜地区でナラ枯れ病の顕著

なものがみられるようになった。その後約 10 年で全島

に広がった。被害木はミズナラ、カシワ、コナラであるが、

ミズナラの被害がもっとも大きい。2008 年～ 2009 年に

かけては金北山の東面から南面のミズナラは全滅に近い

惨状になった。ナラ枯れの原因は通称ナラ菌といわれる

菌で、カシノナガキクイムシという小型の甲虫によって

菌が拡散していった。

ⅱ）アカマツ林

新潟県では平野周辺の丘陵地を主体に、ヤブツバキク

ラス域からブナクラス域にかけて広く分布する。大部分

が植林またはその天然更新林で、自然林は極めて少ない。

自然林は山地の急斜面や尾根筋などで表土が薄く、やせ

た乾性立地に点在する。

佐渡のアカマツ林は低地丘陵帯から山麓帯にかけて分

布するが、その大部分が天然更新による二次林と思われ

る。鉱山の道遊の割戸の頂をはじめ、相川地区南部の山

中にアカマツをみることができる。

高木層はアカマツを主体にコナラ、クリ、サクラなど

から構成されている。亜高木層、低木層にはコバノトネ

リコ、コシアブラ、ソヨゴ、ヒサカキなどが生育している。

林内は明るく、林縁性のアキノキリンソウ、ワラビ、

ススキ、オカトラノオなどやサルトリイバラ、ツタ、フ

ジなどの侵入も著しい。

1986 年頃から大規模な松枯れ病の被害が出てきて、

2007 年頃には佐渡島の 95％以上が枯死した。この原因

はマツノザイセンチュウという線虫に感染し、植物体内

で増殖すると導管が目詰まりして枯死して行くためであ

る。感染を広めたのはマツノマダラカミキリであり、カ

ミキリムシの食害部分からセンチュウが侵入していき、

松枯れを起こしていった。

（4）人　工　林
ⅰ）ス　ギ　林

有用樹木として古くから植林されてきている樹種のひ

とつである。

スギは谷や沢などの湿性立地によく育つ。また、冬季

も相当の湿度を保てることが必要だといわれるが、新潟

県は積雪のため湿度は保たれ、酷寒から保護されるため

スギの生育には適しているといえる。佐渡島内でも段丘

斜面や山麓、山地にスギが植林されている。相川におい

ても植林されたスギ林が点在している。

栽植の初期にはススキ、ワラビ、アキノキリンソウ、

オカトラノオなどの草原構成種やサルトリイバラ、クズ、

ノブドウなどのマント群落構成種がみられる。スギの成

長とともに、そこの立地の潜在植生を指標する種が多く

生育するようになる。

成長したスギ林では亜高木層と低木層は貧弱である。

亜高木層にはスギ、ヒノキアスナロの幼木やヤマグワ、

クサギが比較的よく出現する。低木層にはヒメアオキが

生育していることが多い。その他の低木層ではヒサカキ、

シロダモ、エゴノキ、エゾアジサイ、ヤマモミジ、ムラ

サキシキブ、ノリウツギ、ハナイカダ、キブシ、ミツバ

ウツギなどが生育している。これらは生育している林に
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よって違ってきている。

ⅱ）その他人工林

アカマツ、アテビ（ヒノキアスナロ）などの植林が山

地においてはおこなわれているが全体的にみると少な

い。アカマツはコナラと混生し、アカマツ―コナラ林群

集として林をつくっていることが多い。また、アカマツ

は近年のマツノザイセンチュウによる食害によってほと

んどみることができなくなってきている。

（5）雪国（日本海要素）の植物
日本海側に分布が偏る日本海要素の植物も相川地区に

は多い。その分布は小佐渡よりも大佐渡側に偏り、垂直

分布でも平野部から 1,000ｍを越す海抜の山地まで分布

している。また、大佐渡の東側は山が海に落ち込んでい

るせいか、海成段丘や海岸部の平坦地が多い西側に面し

ている相川地区の方が日本海要素の植物も多くみられ

る。

笹川によると佐渡の日本海要素の分布について下記の

項目によって分類している。この中で相川地区にみられ

る植物だけを選び、下記にあげる。

ⅰ）全域に分布するもの

ヤマソテツ、コタニワタリ、ハイイヌガヤ、ミヤマイラ

クサ、ケイタドリ、オオイタドリ、タムシバ、オオバク

ロモジ、チシマネコノメソウ、エゾアジサイ、エゾユズ

リハ、ツルシキミ、ヤマモミジ、アカイタヤ、ハイイヌ

ツゲ、ヒメモチ、エゾツリバナ、エゾノクロウメモドキ、

ナニワズ、オオタチツボスミレ、ナガハシスミレ、スミ

レサイシン、ケキブシ、キブシ、ヒメアオキ、ミチノク

ヨロイグサ、セリモドキ、ウスノキ、ツルアリドウシ、

ニシキゴロモ、デワノタツナミソウ、キンギンボク、オ

オニワトコ、マルバゴマギ、タニウツギ、イヌドウナ、

オオカニコウモリ、ミヤマアブラススキ、ヒロハテンナ

ンショウ、ヒロバスゲ

ⅱ）大佐渡にも小佐渡にも分布するが比較的少ないもの

チャボガヤ、キタコブシ、オオケタネツケバナ、エチゴ

キジムシロ、カラスシキミ、テリハタチツボスミレ、エ

チゴトラノオ、チシマザサ、オオバザサ、チマキザサ、

ミズバショウ

ⅲ）大佐渡にのみ分布するもの

オオバショリマ、ミヤマナラ、シラネアオイ、エチゴツ

ルキジムシロ、コシジタビラコ、エゾオオバコ、チョウ

ジギク、ヒトツバヨモギ、ユキクラヌカボ、アイヌソモ

ソモ、タヌキラン

ⅳ）ごく稀に隔離的に分布するもの

オオサクラソウ

相川の植生は海岸から山地にかけて海岸草本植物層、

海岸風衝林、丘陵の植物帯、山地の夏緑樹林帯・亜高山

域へと推移して行く垂直分布、そして相川南部の照葉樹

林（暖帯林）から北部の夏緑樹林（温帯林）へと移行して

いく水平分布のみられる土地である。

３．相川地区の植物保護
相川地区で天然記念物として指定され、その後佐渡市

で引き継いで保護されている貴重な植物及び植物群落は

以下の通りである。指定されている天然記念物は佐渡だ

けでなく、日本の分布を抑える意味でも貴重な存在であ

る。

（1）天然記念物
ⅰ）北五葉の松（５）

種別：佐渡市指定天然記念物

昭和 49 年（1974）８月１日に相川町の天然記念

物として指定された。

所在地：佐渡市南片辺

所有者：南片辺のキタゴヨウ林

管理者：同　上

南片辺の舟山近く、海抜 400ｍの小さな尾根に自生し

ている。樹高約 17ｍ、目通し周囲 4.72ｍで、全国有数

の大木である。地上1.8ｍで二双し、更に太い方の幹は2.2

ｍで更に二双している。

下草にコシアブラ、スギ、ムシカリ、ミズナラ、コナ

ラ、ツルアリドオシ、イヌツゲ、オオイワカガミ、ヤブ

コウジ、オトコエシ、ヤマウルシ、オオバクロモジ、チ

ゴユリ、ナナカマド、ホツツジ、リョウブ、ツルシキミ、

ミヤマウズラ、オオミスミソウ、ツタウルシ、コアツモ

リ、マルバフユイチゴ、エゾユズリハ、アカマツ、アラ

ゲヒョウタンボク、ハリギリ、ハウチワカエデ、サルト

リイバラ、キッコウハグマ、ホウチャクソウ、ミヤマナ

ルコユリなどがある。

ⅱ）小川のマルバシャリンバイ（６）

種別：佐渡市指定天然記念物

昭和 49 年（1974）８月１日、相川町の天然記念

物として指定された。

所在地：佐渡市小川 1275

所有者・管理者：国・新潟県、佐渡地域振興局

下相川から、小川、達者、姫津、北狄にかけて、約７

kmの海成段丘の肩近くに自生する大群落は、山口県を
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こえて日本海側最大のものであり、途中各県の海岸には、

ほとんどみることができない。

間氷期に北進し、やがて次におとずれた氷河期の環境

に残存し得た貴重なこの植物は、佐渡が北限に近い。な

お、このマルバシャリンバイの根を煎じて染めて絹で

織ったものが、いわゆる「大島紬」で、薩南諸島の大島

では、現在でもこの方法により、渋い色合いの大島紬を

出している。

ⅲ）大安寺のタブ林（７）

種別：佐渡市指定天然記念物

昭和 49 年（1974）８月１日、相川町の天然記念

物として指定された。

指定年月日：昭和 49 年（1974）８月１日

所在地：佐渡市相川江戸沢町１

所有者・管理者：大安寺

大安寺の石の階段をのぼりかけると、北側一帯、とい

うより境内の殆ど大部分をおおって高くそびえる常緑広

葉の樹がタブである。北側が斜面で、寒風をさけている

ため思う存分に伸びているようにみえるが、実は梢に寒

風を受けるため伸びられないので、独特の樹冠を形成し

ている。この樹冠のため、日光が当たらないところは下

草なし、光の入りかけるところにはベニシダが多い。

サカゲイノデ、オニヤブソテツも多い。また徳川時代

に、薬草として移入されたツルドクダミやツルニチニチ

ソウ等も沢山ある。

基底は玄武岩である。

ⅳ）尾平神社のタブ林（８）

種別：佐渡市指定天然記念物

昭和 49 年（1974）８月１日、相川町の天然記念

物として指定された。

所在地：佐渡市相川大浦 842―１

所有者・管理者：尾平神社

大浦集落北端、尾平神社の社叢にタブノキが自生して

いる。暖地性のこの植物は、間氷期の残存植物と考えら

れる。好む土壌で風雪に耐えた姿は、自然のきびしさを

よく表している。島内では最大のものとはいえないが、

1950 年代には、胸高周囲 8.5ｍを超えるものがあったが

伐採されてしまった。

この南方系の植物は、永く天然の状態を保ちたい。こ

の植物が自生するところは必ず玄武岩の土壌か、表土の

下層（根の届くところ）に玄武岩が存在する。この関係

は、いずれの自生地についても同様なことがいえる。

ⅴ）二見神社の社叢（９）

種別：佐渡市指定天然記念物

昭和 49 年（1974）８月１日、相川町の天然記念

物として指定された。

所在地：佐渡市二見 118―１

所有者・管理者：二見神社

二見は、大佐渡南端の台ヶ鼻をまわって真野湾に面

し、冬の季節風が背後の山に遮られるため気候温暖で、

この海成段丘斜面一帯にシイ、タブ林が発達している。

特に、二見神社社叢は極相的景観を呈し、胸高幹周 4.1

ｍ、根回り 7.7ｍのシイや、胸高幹周 3.1ｍ、根周り 6.1

ｍのタブをはじめとするシイ、タブの老木林で、アカマ

ツ、ヤマザクラ、ケヤキ、ホオノキ、ヤマモミジ、ヤブ

ツバキなどの高木、亜高木や、ヒメアオキ、ツルグミ、

ヒサカキなどの低木が繁茂している。林内にはイタビカ

ズラ、テイカカズラの生育が旺盛で、特にイタビカズラ

は径 10cmに達するものがあり、また大佐渡における唯

一の自生地と思われるムベの生育がみられる。林内には、

シダ類が豊富でフユノハナワラビ、ゼンマイ、イワガネ

ソウ、イノモトソウ、カナワラビ、リョウメンシダ、オ

ニヤブソテツ、クマワラビ、ベニシダ、イタチシダ、ハ

リガネワラビ、ミゾシダ、サカゲイノデ、シシガシラ、

トラノオシダ、マメヅタ、ノキシノブなどが密生してお

り、自然林の姿を保った社叢として学術上貴重なもので

ある。

ⅵ）北岳のブナ林（10）

種別：佐渡市指定天然記念物

平成 10 年２月６日、相川町の天然記念物とし

て指定された。

所在地：佐渡市金井新保トネ山・戸中

所有者・管理者：新潟県・佐渡市

北岳（海抜 1,000ｍ）のブナ林は、佐渡における最高海

抜のもっともよく保存されたブナの純林で金北山の西部

方向４km地に位置する。北岳は全山がブナ林。東側（金

井町側）の斜面の８haは旧金井町指定の天然記念物。ブ

ナの高さ 20ｍ、幹の胸高最大 93cm、平均 40cm、平均

密度は 100㎡あたり８本である。北岳の西側（戸中側）

の斜面、海抜 950ｍ地の道路沿い 500ｍ×斜面方向 200

ｍの面積 10ha。島内最大規模のブナ純林で、これが「北

岳のブナ林」である。この林は冬の季節風のため樹高も

８ｍと低く、風衝樹形となる。優占種は高木層ブナ、亜

高木層を欠き、低木層オオカメノキ、草本層シラネワラ

ビ。林床にマルバフユイチゴ、スミレサイシン、ツクバ

ネソウ、ミヤマイタチシダ、ヤマソテツなど 40 余種が

生育し、霧がよく発生し、湿潤で空中湿度の高い立地を

よく反映した植生で、佐渡で最大規模の「風衝ブナ林」

として貴重である。

ⅶ）清水寺の大イチョウ（11）
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種別：佐渡市指定天然記念物

平成 11 年６月 25 日、旧相川町の天然記念物と

して指定された。

所在地：佐渡市石名 185

所有者・管理者：清水寺

清
せい

水
すい

寺
じ

本堂前の左右にあるイチョウの大木は、右側が

雌株、左側が雄株である。このイチョウは昔から霊木と

して信仰されてきた。

向かって左側の雄イチョウは、樹高 24ｍ、幹周 4.3ｍ、

樹冠幅 18.9ｍの大イチョウ。向って右側の雌イチョウは

ほぼ同じ大きさである。中央より直立する３本の大支幹

は阿弥陀三尊（阿弥陀・観音・勢至）の化身という。

４．相川地区の貴重な植物
大佐渡西部に位置する相川地区は、北西の季節風を直

接受け、冬季の寒冷な気温と強風、強風に運ばれる海か

ら供給される水蒸気を含んだ湿潤な空気が山地にあた

り、特有な環境をつくり出している。このためか、佐渡

でもこの相川地区の一部の地域だけにみられる貴重な植

物が存在する。

（1）イ ワ タ ケ
日本、朝鮮、満州に産する食用地衣類。深山の断崖絶

壁で北向きの岩場に生育する地衣類である。楕円形ま

たは類円形で径５～ 10cmくらいのものが多い。表面は

湿ったときには暗緑色を呈し、多少ざらざらしていて色

つやがなく、乾燥すれば灰褐色となる。裏面は黒色で、

ほぼ中央にじょうぶなへそ状の突起があり、それで岩石

に着生している。

付着している岩石は、夏季には太陽の放射熱を受けて

高温になり、冬は氷点下の温度になる。また、岩石は水

分を保持する力はなく、雨や雪などの降水が無いときは

常に乾燥している状態にある。このような過酷な環境の

岩に付着しているのがイワタケである。ただ、空気中の

水分や降水、谷底からの上昇気流にのって昇ってくる霧

などによって水分を補給して生育している。

イワタケの成長は極めてゆっくりで、１年間に１mm

にも満たない成長量で周囲に広っていく。径５～６cm

の大きさでも十数年かかる成長の遅い植物である。

日本では古来イワタケは珍しく貴重な植物で、深山幽

谷の断崖絶壁にかぎって生じるので、籠に乗ってロープ

で吊るし下げたり、山中に梯子を持ち上げたりして採っ

ていた図がある。採集は大変危険であったとされている。

特種な高級日本料理店で用いられるが、山地では山小屋

の住人や探検家にも利用されている。地元、相川地区北

部では食材として利用されていたことを聞いていないの

で自然の状態で保護されてきたと推測される。

相川北部の山中に生育しているイワタケは径１～６

cmのものが多く、まれに 10cm 程度に成長するものも

みることができる。本州側では径 30cmに達するものも

あるとされるが、佐渡ではここまで大きく育つイワタケ

はみられない。

（2）イ ワ ヒ バ
イワヒバ科のシダ植物。日本各地の岩上に生育してい

るが、佐渡では相川北部の山中の岩場でのみみることが

できる貴重な植物である。

（3）セッコク（石斛）
関東より南の岩上または樹皮上に着生するラン。佐渡

では相川北部、外海府側の山中に自生する。谷底から上

昇してくる霧や降水などによって水分が補給される場

所、日陰で湿潤な環境に生育している。近年の林道づく

りや砂防ダムづくりによる人為的な環境変化などによっ

てその数は減少してきている。

（4）オオアカバナ
アカバナ科に属するオオアカバナは高さ 1.5ｍになる。

花期は７～８月。紅色４弁の小花をたくさんつける。

オオアカバナは現在、福島県と佐渡にしか生育がみら

れない珍しい植物で、それだけでも貴重な植物である。

佐渡では入川渓谷の川原にみられたが、洪水や河川改修

でその姿を確認することができなくなった。

現在、北狄と戸地の間の涌水で湿っている路傍にわず

かに残っている。

（5）オオサクラソウ
相川よりの山中にみられるオオサクラソウは亜高山帯

を代表する植物である。北海道西南部、本州中北部の亜

高山の林縁や谷沿いの湿所に生育している。

５．薬草園と植物
幕府の直轄領であった佐渡で、奉行所の中や島内の限

られた地域に薬草園をつくり、人参（朝鮮ニンジン）な

どを生産していた記録がある。

『佐渡国略記』上巻（12）に奉行所が火災に遭い、多くの
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建物が焼失されたことが載っている。

　　御陣屋類焼之事
●	延享五戌辰年七月十五日夜五つ時、米屋町北側弥曽七

貸家吉三郎ゟ出火、同心町・弥十郎町思案橋ノ下両側、

且又御陣屋。御役所向御門・長家・印銀所御蔵・御金蔵

ノ小土蔵・城ノ腰御役家　各焼失（以下略）。

●	御陣屋・御役所向御門・長屋各新古墨引之通り、慶長

八卯年御作事之御陣屋正保四亥六月朔日焼失、並其節御

作事入用等略記三ノ巻に記、是方年数百二年、御広間ニ

有之武具左之通焼失。

と記載されていて、焼失した建物等の記載の中に、下記

の記録があり、奉行所の中に薬草園があったことが窺え

る。

　御広間

（中略）　

　一、三拾坪　下長屋　　　御土蔵

　一、稲荷堂

　　　右二ヶ所但廿六間ニ廿間二方共柵内拾坪御

　　　薬草場、馬場も右柵ノ内

　中門ノ外

（中略）

　一、三坪　　　人参草番所

（中略）

　一、三千三百拾三坪余惣敷地

　　　内

　百弐拾坪　　　人参草場所

　　　南側十二間、西側十間各板屏

人参草場所では朝鮮ニンジンが栽培され、その他のと

ころでいくつかの薬草が植えられていたと窺える。

人参（朝鮮ニンジン）の他はどのような薬草が植えら

れていたのか定かではない。

また、薬草については次のような記録がある。

○享保５年（1720）『佐渡年代記』（13）

當國生產の藥草有之は可差出旨江戸より申來るに付佐州

醫師益田恂岡太平道悅を以て半夏天南星遠志萹蕎其外十

種差出す

○享保７年（1722）『佐渡国略記』

●	寅七月四日、当国薬草為見分と、江戸ゟ御医師丹羽正

伯弟子四人、出雲崎ゟ小木江渡海、則在々相廻り同十一

日相川江着、羽田町五郎太夫出店一宿、翌日銀山登、同

日出立、当国ニ而薬種弐拾四種相定、大石村庄兵衛・中

原村理右衛門・三宮村清左衛門・西方村甚兵衛・潟上村

杢右衛門、右五人ニ教被置候、其品并先触左ニ記

○丹羽正伯弟子野呂元丈・本賀徳運・夏井松億・永井丈庵、

右四人来ル六月上旬江戸発足、夫より上野同三国通越後、

右之山々薬草相尋、出雲崎ゟ佐渡国小木、六月下旬ゟ七

月上旬迄之内渡海之旨被申候　○小木湊ニ一宿、宿払之

儀木賃泊之由上下人数拾三人程之由被申候　○小木湊ゟ

佐渡国段々山人々不通之所迄薬草相尋候ニ付、所々之山々

案内委細ニ申聞候者差出候様ニ被申候、尤御入用物案内

人数書付別紙有之候　○佐州石鏡紀之有所併銀山古間歩

等薬石迄見届ケ通候様ニ被仰付候旨被申候、右之通丹羽

正伯方江家来差遣候処正伯并四人之弟子対談之上被申聞

候趣之書付

ここに取り上げられている佐渡国薬種 24 品（※印）及

び薬草園植栽の種は次の通りである。

（1）海桐皮（タラノキ）※

ウコギ科　生薬名　海
かいどうひ

桐皮

海桐皮		セリの木の皮、タラの木なり

	（『佐渡名勝志』橘法老注、以下『佐渡名勝志』注（14））

※現在のハリギリ（ウコギ科）のことである。

（2）淫羊藿（イカリソウ）※

メギ科　生薬名　淫羊藿
淫羊藿　イカリ草　ヤマトリ草。これは小泊村より羽
茂本郷までの内に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※小佐渡にあるイカリソウはトキワイカリソウである。

（3）辛夷（コブシ）※

モクレン科　生薬名　辛
しん

夷
い

辛夷　ヤマモクレン　コブシの木の実なり

（『佐渡名勝志』注）

※現在、キタコブシ、タムシバと和名がついている。

（4）黄連（オウレン）※

キンポウゲ科　生薬名　黄
おう

連
れん

黄連　カクマ草、カクミ草、カイマ草。これは相川山・

小川村・大須村〆三ヶ所の山に別して多く有り

（『佐渡名勝志』注）

（5）北五味子（ホクゴミシ、チョウセンゴミシ）※

マツブサ科　生薬名　五
ご

味
み

子
し

北五味子　テウセン（チョウセン）ゴミシ、マツノブ

ドウ、北味とも云う。サネカズラの実なり。これは西三

川村に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※現在、自生しているマツブサが該当する。佐渡方言　

　マツブドウ

（6）旋覆花（オグルマ）※
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キク科　生薬名　旋
せん

覆
ぷく

花
か

旋覆花　サワヲグルマ、ヲグルマ、カマノツボ、金沸

草とも云う	 （『佐渡名勝志』注）

（7）遠志（イトヒメハギ）※

ヒメハギ科　生薬名　遠
おん

志
じ

遠志　ヒメハギ、スズメハギ、小草とも云う

（『佐渡名勝志』注）

※ヒメハギ科ヒメハギはやや乾燥した日当たりのよい畦

畔の草むらに生育している。

（8）前胡（イワウゼリ、ノダケ）※

セリ科　生薬名　前
ぜん

胡
こ

前胡　ノゼリ、イワウゼリ、ウタナ

	 （『佐渡名勝志』注）

※セリ科のシロバナゼンコ（仮称）の根を乾燥したもの。

その他ノダケの根も「前胡」として中国全土で用いられ

る（原色・和漢薬入門図鑑）。現在、ノダケのことを指す。

（9）羌活（ウド、サイキ）※

ウコギ科　生薬名　羌
きょう

活
かつ

羌活　サイキ、ウドとも云う	 （『佐渡名勝志』注）

※羌活はウド（独活）の若根のこと

（10）菟糸子（ネナシカズラ）※

ヒルガオ科　生薬名　菟
と

糸
し

子
し

菟糸子　ネナシカズラ、ナツユキ、ネナシカズラの実

（『佐渡名勝志』注）

※中国にも日本にも野生するハマネナシカズラが「菟糸

子」で、この種子が日本に輸入され、日本のネナシカ

ズラの実より小さいので「小粒菟糸子」と呼ばれた。

現在のハマネナイカズラのこと。

（11）萎蕤（アマドコロ）※

ユリ科　生薬名　萎
いすい

蕤
葳蕤　アマトコロ、エビ草	 （『佐渡名勝志』注）

※現在、和名　アマドコロ。

（12）沙参（トトキ、ツリガネニンジン）※

キキョウ科　生薬名　沙
しや

参
じん

沙参　ツリガネニンジン、トトキ、ツル人参

（『佐渡名勝志』注）

（13）防風（ボウフウ、イワウニンジン）※

セリ科　生薬名　浜
はま

防
ぼう

風
ふう

防風　イワウニンジン、イワウ人参。これは小泊・椿

尾両村に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※ハマボウフウのこと。

（14）杜仲（和杜仲）（マサキ、マサキノカズラ）※

ニシキギ科　生薬名　冬
とう

青
せい

衞
えい

矛
ぼう

杜仲　マサキ、マサキノカズラ（テイカカズラの古

名）、マユミの木の皮	 （『佐渡名勝志』注）

※トチュウ科トチュウ属の落葉高木で中国中西部の原

産。トチュウがマサキノカズラとされているがこれは

当時の本草学者の間違いである。

（15）威霊仙（クガイソウ）※

ゴマノハグサ科　生薬名　草
そう

本
ほん

威
い

霊
れい

仙
せん

威霊仙　クガイソウ、ヤマツヅミ、ウツボ草の根

	 （『佐渡名勝志』注）

※ウツボ草の根があげられているが、ウツボ草（靫草、

別名夏枯草）はクガイソウとは別のシソ科の植物であ

る。

（16）沢瀉（サジオモダカ、ナナトウグサ）※

オモダカ科　生薬名　沢
たく

瀉
しや

沢瀉　オモダカ、ナナトウ草、ヲモダカの根、〆十二

種。これは何方にも有り	 （『佐渡名勝志』注）

※現在は和名ヘラオモダカ。

（17）蔾蘆（シュロソウ）※

ユリ科　生薬名　蔾
り ろ

蘆

蔾蘆　シュロソウ、シュロ草、ヲモト。これは相川よ

り沢根へ通り候中山ウズ橋に有り	 （『佐渡名勝志』注）

（18）当皈（トウキ）※

セリ科　生薬名　当
とう

皈
き

当帰　オオセゼリ、山セリ、ムマセリ、カワ草。これ

は新保・西方両村の山に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※現在　和名　イワテトウキ。

（19）鬼臼（カサグサ、ツリガネソウ、ツリガネガサ）※

メギ科　生薬名　鬼
き

臼
きゅう

鬼臼　ヤグルマ草　ヤグルマ　ヲンウス。これは梅津

村の山に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※ヤグルマソウは間違いでサンカヨウ（メギ科）のこと。

（20）升麻（サラシナショウマ）※

キンポウゲ科　生薬名　升
しょう

麻
しょう

升麻　サラシナショウマ、モクタ、トリアシ、周麻と

も云う。これは新保・西方両村の山にあり

	 （『佐渡名勝志』注）	

※現在　和名　サラシナショウマ。

（21）草烏頭（ソウウズ、ヤマトリカブト）※

キンポウゲ科　生薬名　烏
う

頭
ず

（親根）・附
ぶ

子
ぶ

（子根）

草烏頭　トリカブト　ブス　虱草。これは新保山に有り

（『佐渡名勝志』注）

※現在　和名　ヤマトリカブトのこと。

（22）細辛（サイカチ、ウスバサイシン）※

ウマノスズクサ科　生薬名　細
さい

辛
しん

細辛　ウスバサイシン　ヒキノヒタイ草　和草。これ

は新保・西方両村の山に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※現在　ウスバサイシン。
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（23）萆薢（カンドコロ、オニドコロ）※

ヤマノイモ科　生薬名　萆
ひかい

薢・山
さんひかい

萆解
萆薢　トコロイモ　干トコロ。これは両尾村の山に有り

（『佐渡名勝志』注）

※現在　和名　トコロ。

（24）黒三稜（荊三稜）（ツクモ、ウキヤガラ）※

カヤツリグサ科　生薬名　荊
けい

三
さん

稜
りょう

黒三稜　ウキヤガラ、ツクモ、スゲ、京三稜、スゲの

根。これは国仲継橋の近所に有り	 （『佐渡名勝志』注）

※これは現在和名ミクリ（ミクリ科）。

（25）半夏（カラスビシャク）
サトイモ科　生薬名　半

はん

夏
げ

半夏　カラスビシャク	 （『佐渡名勝志』注）

※畑の雑草として見かける多年草。

（26）天南星（ヘビコンニャク、カントウマムシグサ）
サトイモ科　生薬名　天

てん

南
なん

星
てん

天南星　ヘビコンニャク	 （『佐渡名勝志』注）

※カントウマムシグサ、ムラサキマムシグサなど、テン

ナンショウの仲間は種類が多く、薬用の目的で利用す

るならば、カントウマムシグサに限らず、これに近い

形態のものなら、効力はほぼ同じと考えてよい。佐渡

にはヒロハテンナンンショウ、マムシグサ（コウライ

テンナンショウ型）がある。

（27）篇蓄（ニワヤナギ）
タデ科　生薬名　篇

へん

蓄
ちく

篇蓄　ニワヤナギ	 （『佐渡名勝志』注）

別名ミチヤナギとも言う。「本
ほん

草
そう

和
わ

名
みょう

」（918）・「和名抄」

（932）とも篇蓄の漢名に和名ウシクサをあてている。

ここで記載されている薬草はすべて佐渡の原野、山林

に自生している。薬草園での栽培は考えられない。しか

し、輸入された薬草があり、相川の薬草園でも栽培され

ていた植物、もしくは栽培されたであろう植物がある。

（28）アミガサユリ
ユリ科　生薬名　貝

ばい

母
も

貝原益軒「大和本草」（1708）では「貝母の日本名は

ハルユリ。結気を散じ、煩熱を除き、心肺を潤す」と紹

介されている。中国原産の多年草。

（29）夷草（エビスグサ）
マメ科　生薬名　決

けつ

明
めい

子
し

北米原産のマメ科の１年草。江戸時代、享保年間に中

国より渡来。栽培種。

（30）クコ
ナス科

ナス科の落葉低木。沿海地性。佐渡ではハマナンバン

と呼ぶ。相川では特に多く植栽されていた。

（31）ツルドクダミ
タデ科　生薬名　何

か

首
しゅ

烏
う

中国原産の落葉性のつる木。地中の巨大な塊を何首烏

と呼び、不老長寿の薬とされた。享保５年（1720）、将

軍徳川吉宗が中国より苗を取り寄せ、全国に栽培を命じ

た。佐渡奉行所内の薬種園にも、カシュウは初渡来した

と考えられる。

（32）ホソバオケラ
キク科　生薬名　蒼

そう

朮
じゅつ

、佐渡蒼朮

中国原産のキク科の多年草。享保年間に輸入され最初、

佐渡奉行所の薬草園で栽培された。大和、尾張でも栽培

されていたが、現在残っているのは佐渡だけである。薬

草園で栽培されていたものが自然界で野生化している。

別名　サドオケラ。

６．金鉱山と植物
相川の道遊の割戸を中心とした一帯は二次林のミズナ

ラ―アカマツ群落を形成している。また、一部にはスギ

の人工林が入ってきている。

低木層、草本層は低山から亜高山域のブナ林要素の植

物が占めている。鉱山の開発に伴い天然林が伐採され、

二次林又はスギなどの植林による人工林に変わってきた

ことが窺える。

金鉱山の発見にはシダ植物のヘビノネコザの存在が古

来からいわれてきた。ヘビノネコザは一名「カナヤマシ

ダ」（鉱山シダ）といわれ、鉱山の周辺や、重金属の多

い地域に生える。この相川鉱山一帯の林床にも数多くの

シダ植物が生育している。以前、砂金山で栄えた西三川

の笹川集落、虎丸山及び河川を調べたがヘビニネコザは

確認できなかった。このとき、ジュウモンジシダ・リョ

ウメンシダ、ヤマソテツ、コタニワタリ、クマワラビ・

イノデなどが多くみられたことなどからみても、ヘビノ

ネコザが必ずしも金鉱山と一致しているとはいえない。

この傾向は道遊の割戸近辺をみても一致しているようで

ある。	 （北條睦夫）
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１．鉱山都市相川に惹きつけられた人々
慶長期以前、相川は羽田村と呼ばれる農村であり、「田

町」と記した絵図もある。

そうした農村地帯が、鉱山都市として成長するには、

金銀山の発見に惹きつけられて相川に渡り、居住した多

くの人々の存在が不可欠であった。

金銀を中心とした鉱山採掘が隆盛することで、多くの

人々が、役人、労働者、あるいは小売業などさまざまな

仕事を生業として相川で生活するようになった。

多様な職業の存在は、現在でも残された地名から窺い

知ることができる。山師の町であった弥左衛門町・九郎

左衛門町、たがね職人の町であった鍛冶町や鍛冶沢、金

穿大工の街であった大工町、座商人の町としての米屋町・

味噌屋町・八百屋町・四十物町などである。

金銀山を触媒として、相川に多くのひとと物資が引き

つけられ、こうした多様な職業が栄えた。そして、その

なかで都市のシステムは拡大していった。

２．相川を支えた物流
相川には、鉱山都市の生活を支えるために本州各地か

ら多くの物資が運び込まれた。そして、鉱山都市という

巨大な社会システムは佐渡全体で支えられた。

例えば、本州からの物資は直江津、柏崎、出雲崎等

を経て、小木などにもたらされた。小木港は慶長 11 年

（1606）に大久保長安によって開かれ、慶長 19 年に奉行

所直属の船の航海基地（渡海場）として定められた。ま

た、寛文 12 年（1672）に河村瑞軒によって西廻り航路が

開設されたときの寄港地に指定されたことで佐渡を代表

する港へと成長した場所である。

相川はその地形上、大型船の停泊が困難であり、小木

などで地廻りの小型船に荷物の積み替えがおこなわれ

て、陸路・海路で物資が運び込まれた。こうした物流ネッ

トワークこそが鉱山都市相川を支えた基盤であった。

こうした、本州―拠点港（小木など）―相川という関

係のなかで成立した物流ネットワークを支えたのが、全

国的な情報網と大量輸送手段を持っていた廻船商人や問

屋商人たちであった。慶長６年に相川で金鉱脈が発見さ

れて以降しばらくの間、彼らは関西などを拠点に全国か

らあらゆる物資の買付けをおこなっていたが、その後、

一部は自ら山師として鉱山経営に乗り出し、またその他

の者も、佐渡に定住し、商品別に専業化していくことと

なった。こうした商人は江戸初期の山田吉左衛門や柏原

善左衛門、中期の川島藤三郎や寺尾七内、幕末から近代

にかけての秋田藤十郎や松栄治作など、近世から近代に

かけて時代を通じて存在し、地域における大きな役割を

果たしていた。

そうした廻船業で財を成した大商人に加えて、相川近

郊でとれるイカやタラ、スケトなどの海産物を加工して

島外に販売した四十物商人のように、地場産業で財を成

した商人もいた。こうした産業は、鉱山の衰えとともに、

奉行所が新田開発や地場産業を奨励したことも影響して

大きく成長し、大阪を中心に全国へと販売された（15）。

加えて、行商をしながら財を成した商人、重量ゆえに

運搬が困難であった酒や醤油・味噌を相川で醸造・製造

し、鉱山都市の巨大な消費構造のなかで大きな利益を上

げた商人などもいた。

以上のように、時代を経るなかで、さまざまなタイプ

の商人が現れ、それが相川の生活基盤を物流面で支えて

いった。

大正元年（1912）の職業構成を以下に示す（表２―

３）。鉱山都市である相川において、工業（鉱山関係者）

物流・往来・人口変
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が圧倒的な比率を占めているのは当然だが、あわせて商

業・交通業がかなりの比率を占めていることも読み取れ

る。

また、地域のなかで財をなしていた人物と職業につい

てまとめたものが表２―４である。ここからは、高額所

得者の多くが商業関係者であり、しかも地主も兼ねてい

た割合が高かったことがわかる。

このように鉱山開発が進むなかで、相川には多くの

人々が集まってきた。船運を基本とした物流ネットワー

クとそれを支えた商人は、鉱山都市の生活文化と経済的

な基盤を支えてきた存在として位置づけることができ

る。そして、経年とともに、こうした商人は多くの財を

成し、相川を代表する富裕層となっていったことは、地

域を考えるうえで見過ごしてはならない事実である。

なお、下町（三町目）に位置する金刀比羅神社の拝殿

には、多くの船絵馬が奉納されている。それは相川だけ

でなく、沢根、小木など佐渡各地から奉納されたもので

あり、広域から航海安全の信仰を集めていたものと理解

することができる。

３．人々の往来と文化の伝播
ひととモノの往来という観点から相川の基盤的特性を

考えるためには、前述の物流に加えて、ひとの流れを読

み解く必要がある。

佐渡は離島であり、海を経ずして島にたどり着くこと

は不可能である。金銀山の発見以前は、松ケ崎を経由し

て、役人や流人などが本州から渡ってきた。佐渡に流さ

れてきた順徳上皇、日蓮、世阿弥などもこうした経路を

経ている。

他方で、金銀山が発見されると、すでに本節で指摘し

たように、小木港が開かれ、番所が設置された。これ以

後は、小木が佐渡の玄関口となった。

島に入ってからは陸路を中心にひとの往来がおこなわ

れた。相川へは、沢根を経て、下戸御番所橋までの道が

寛永６年（1629）頃に整備され、中山道と呼ばれた。そ

の後、300 年以上にわたり、国
くになか

中と鉱山都市相川を結ぶ

往還道として、政治・文化・物流の観点から重要な道と

なった。明治 14 年（1881）になると、新道建設がもちあ

がり、県道の整備がおこなわれ、その後中山隧道の工事

などによって、現在の国中と相川を結ぶ県道ができあ

農	業 漁	業 工	業 	商業・		
	交通業

	公務
	・庶務 その他 無	

職
合
計

本業 副業 本業 副業 本業 副業 本業 副業 本業 副業 本業 副業
人口 530 76 230 61 2369 137 563 230 336 13 402 43 25
合計 606 291 2506 793 349 445 25 5015
割合
（％） 12.1 5.8 50.1 15.6 7.0 8.9 0.5 100

氏	名 住	所 職業等 所得金 控除金
秋田　藤十郎 柴町 商業・廻船 4031 217
幅野　長蔵 下戸町 商業・地主 4300 2893
松栄　治作 三町目浜町 醸造業・廻船・地主 1650 242
川嶋　篤太郎 三町目 醸造業・地主 1322 1089
浅香　周次郎 坂下町 代言人・地主 655 35
時岡　春台 二町目新浜町 医師・地主 842 569
久保田金五郎 三町目浜町 醸造業・地主 631 499
小野　琳平 三町目 497 0
山西　久寿 石扣町 586 0
秋田　藤五郎 柴町 廻船・四十物卸 305 835
菊池　邦太郎 柴町 商業・地主 508 69
志田　粂吉 紙屋町 527 2727
三田　久敬 中京町 元地役人・郵便局長 349 0
倉田　源太郎 石扣町 564 2886
窪田　又平 柴町 商業・醸造業 301 727
長谷川元良 二町目 医師 321 158
大場　当路 三町目浜町 貸金業 300 0
細川　幾蔵 大間町 商業・地主 720 82
楊廬原良庵 塩屋町 医師 843 116
小林　由蔵 羽田町 商業・地主 350 537
渡辺　八十八 羽田町 商業・地主 480 3500
有田　善次郎 銀山町 質屋業 543 103
青柳　勇蔵 水金町 貸座敷 500 86
村上　三蔵 大工町 導火線製造業 430 1829
岩佐　左中 塩屋町 商業・地主 336 583
古藤　常誠 商業 412 0
伊藤　与八 大間町 商業・地主 300 758
村田　七郎 商業 300 0
大塚　平吉 銀山町 部屋頭 300 75
佐藤　栄八 商業 300 0

〔単位：円〕

　※後藤五郎右衛門家文書「所得税下調書」より作成

表２―４　旧相川町の高額納税者（明治22年＝ 1889）表２―３　旧相川町の職業構成（大正元年＝1912）

図２―１６　明治における佐渡への郵便輸送
　　　　　　　（日本帝国郵便線路國郡全圖、明治 12 年＝ 1978）
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がった。

なお、江戸に向けて金銀を運搬する最初の行程も、こ

の中山道を通じた陸路での輸送であった。相川から小木

まで陸路で輸送し、小木から出雲崎までは海路、出雲崎

から江戸までは再び陸路で輸送された。

このように、商人の往来も含め、ひととモノが積極的

に動くための拠点のひとつが佐渡相川であった。こうし

た移動は、相川に他所からの文化や技術をもたらし、文

化の集積点としての特性を相川に生み出していったと考

えることもできる。

例えば、『佐渡四民風俗』（16）には、鉱山で働く女性や

金穿大工の髷に江戸の流行が採り入れられたことなど、

相川に多くの江戸文化が流入していた様子が描かれてい

る。こうした文化は相川を経て、近郊の農漁村にも拡大

していった。

また、『佐渡四民風俗』に「良工の者、当国にこれあり」

と記されているように、相川に住み着いた多くの職人は、

相川だけではなく、近郊農漁村も含めた地域で高い技術

の仕事を展開したとされる。そのひとつが、石工技術で

あった。播州をはじめとして全国から相川に集まった石

工・石屋は、鉱山で使う石臼などの製作だけではなく、

地元の豊富な石材資源の存在も相まって、傾斜地の土地

利用のための石垣や家の土台、石段の建設などを技術面

から支え、相川の町立てに大きく貢献した。こうした点

については、第５章を中心に改めて詳述する。

４．人口変動にみる相川の盛衰
金銀山の発見以降、鉱山都市相川には海路と陸路を経

由して、多くのモノと文化が集積していった。それでは、

相川には果たしてどれだけのひとが居住していたのだろ

うか。

近世の相川の人口に関する最初の記録は、天和元年

（1681）の記録であり、8,200 人程度であったとされる。

その後の人口は諸説・諸資料があり、正確な実態は不明

である。『佐渡風土記』（17）には慶長 18 年（1613）の条に

「相川に住者凡拾万余人」と記され、一方、『佐渡古実略

記』（18）には慶長・元和の頃の人口として 21 万 572 人と

記されている。後者については、同書中ですでに、「人

数多くして国中の人数に候か」と疑問を呈している。だ

が、文化 13 年（1816）、金沢奉行の上書中に「寛永二己
ママ

年相川町々惣人数二十一万五百七十二人有之候旨町年寄

持伝候古書留ヲ以町年寄申聞候」（19）という記述がみら

れるなど、同時期の 20 万人説は他にもみられる。

人口の正確な実態は不明といわざるを得ないが、諸史

料によれば、江戸時代中・後期における人口は、若干の

変動はみられるものの、18 世紀中葉以降１万人前後で

推移していたと考えられ、金銀の産出量が減少しても人

口は比較的安定していた。また、明治６年（1873）の人

口は１万 3,120 人（20）であり、江戸時代後期からの一時

的な増加がみられる。

その後、明治 29 年に三菱合資会社への払下げを経て、

大正９年（1920）の第１回国勢調査では 7,161 人まで人

口が減少した。その後は国策による金の大増産のなかで、

若干の人口増加は認められるものの、概ね一定の推移を

していた。

昭和 27 年（1952）に鉱山の大縮小を迎えると、昭和

30 年以降、急激な減少に転じて現在に至っている（21）。

さらに、人口の構造においても、1955 年以降、その高

齢化が著しく、現在に至るまで歯止めがかかっていない

（図２―1８）。

このように、相川は、金銀山の発見とその後の盛衰と

ともに、人口の増減を繰り返していった。そのことは、

相川がひとの出入りの激しい地域であったことも示して

いる。そして、それは外からやってくる人々を寛容に受

け入れていくという地域の文化・風土にもつながる重要

な特徴であると考えることができる。鉱山由来の文化は

断片的ながら現在まで継承されているのである。

	 （菊地淑人）
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図２―１８　相川町における人口変遷と年齢構造

※昭和 29 年（1954）に旧相川町、二見町、金泉村が合併し、
相川町となったため、数字上は人口の増加がみられる。
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本章では、佐渡相川の鉱山都市景観の基盤をなす環境

について、自然的側面と社会的側面から概括的に述べ、

次章以降にて描かれる相川の文化的景観の特性を示す具

体的事象に通底する特性を提示することを試みた。

まず、佐渡相川の鉱山都市景観を形成した自然的基盤

について、地形、気象、鉱脈という観点から整理した。

相川の文化的景観の形成においては、海成段丘と河川

の存在が大きく影響していることが浮かび上がった。海

成段丘の段丘面に町場や農地が形成され、各段丘面の間

には絶壁状の段丘崖が存在した。こうした地形構造が独

特の土地利用と都市構造を生み出したと指摘できる。加

えて、海成段丘形成以前に生み出され、段丘形成以後も

以前からの流路を保っている「先行川」は佐渡島内に多

くみられ、相川の主要５河川もそれである。この先行川

の侵食と海岸部の隆起のせめぎあいの結果として、谷地

形と馬の背上の尾根（上町台地等）が形成された。

また、降水量が少ない一方で、風速が相当に強い相川

の気象条件が特有の建築へとつながったと考えられる。

上町台地における平屋建の多さや相川全体にみられる短

い庇はその一例である。

このように、自然環境の観点に立脚した場合、都市形

成に適した環境ではない相川において、佐渡随一の都市

が形成された背景には、群を抜いて豊かな鉱脈の存在が

あったこともまた、相川における重要な自然的基盤とし

て位置づけられた。

続いて、植生という観点から文化的景観を形成した背

景について検討をおこなった。

現況の相川の植生をみた場合、天然林と二次林・人工

林が存在する。天然林はタブ林（タブノキ）やシイ林な

どであり、寺社地周辺などで確認することができる。他

方、人為による伐採後に代償植物として成長した二次林

や有用樹木として植林された人工林として、アカマツ林

やミズナラ林、スギ林等がみられる。こうした天然林と

二次林・人工林の存在や分布は、人間の空間利用とも密

接にかかわり、文化的景観の基盤をなすものである。

また、近世の露天掘り跡である「道遊の割戸」一帯に

は二次林のミズナラ―アカマツ群落が形成されている。

これらも鉱山開発に伴い、天然林が大量に伐採され、二

次林・人工林へと植生が変化した結果として理解できる。

以上のように、相川の植生は、鉱山都市における空間

利用や生業活動のなかで、改変され、もしくは積極的な

保護が図られるなかで、現在まで継承されてきており、

文化的景観の基盤を考えるうえで重要である。

さらに、以上の自然的基盤を踏まえつつ、そのなかで

繰り広げられたひとの活動という観点から相川の社会的

基盤について検討した。

近世における金銀山の発見以降、多くの人々が相川に

集まり、様々な職業を得て相川で生活するようになり、

相川が鉱山を中心に都市として成長することになった。

そして、そうした都市の生活を支えるために多くの物

資が運び込まれ、流通にかかわる商人は大きな富を手に

入れることになった。また、流通の要所、かつ、その一

大消費地となったことによって、鉱山都市には江戸など

から多様な文化・技術が流れ込んだ。そのことが、相川

の土地開発などを可能にしたことを指摘した。

また、金銀山の開発とともに、金に吸い寄せられるよ

うに全国から多くのひとが流れ込み、相川は近世から近

代にかけて膨大な人口を抱え、都市化した。しかし、戦

後の大縮小、さらには平成元年の操業休止によって、人

口は急激に衰退し、人口構造も高齢化している。

このように、金銀山とともに物資と文化の集積地点と

して位置づくことで、相川は鉱山都市へと開花した。そ

して、その後も鉱山の盛衰のなかで、ひとの流入・流出

は繰り返されていった。このことが鉱山都市相川の文化

を現在まで規定しているといっても過言ではない。

ひとの往来や物資の流通、人口変動は、金銀山の開発

と連動し、相川の社会的基盤を考えるうえで重要な要素

として位置づけられた。	（奈良文化財研究所景観研究室）

小　結第５節
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